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保
市

効
果
的
な
集
団
防
除

　
今
年
は
春
以
来
、
い
も
ち
病
に
な

や
ま
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
梅
雨

明
け
が
遅
れ
、
生
育
も
全
般
的
に
軟

弱
で
あ
っ
て
葉
い
も
ち
病
の
発
生
面

積
は
（
七
月
十
五
H
現
在
）
平
年
の

鮫
終
発
生
面
積
に
匹
敵
し
て
お
り
、

今
後
ほ
く
び
い
も
ち
に
移
行
す
る
お

そ
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
こ
の
防
除
に

万
全
を
期
さ
れ
る
よ
う
望
ん
で
い
ま

す
。　

今
後
の
気
象
概
況

　
八
月
上
旬
は
概
ね
夏
型
の
天
候
と

な
る
が
八
月
中
旬
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の

高
気
圧
が
発
達
し
気
温
は
低
目
で
降

水
騒
も
多
目
と
な
り
、
台
風
の
影
響

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
の
後
九
月
に
入
り
天
候
も
回

葉
い
も
ち
病
の
予
防

復
す
る
が
、
九
月
下
旬
は
阜
冷
気
味

の
天
候
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。い

も
ち
病
ほ
く
び
、
枝
硬
（
し

こ
う
）
い
も
ち
は
市
内
全
般
に
わ
た

っ
て
発
生
し
て
お
り
、
と
く
に
葉
い

も
ち
多
発
田
や
防
除
が
充
分
で
な
い

地
帯
、
山
間
山
添
不
良
環
境
地
な
ど

で
は
い
ち
ぢ
る
し
く
危
険
性
が
高
い

の
で
防
除
の
徹
底
を
は
か
る
こ
と
．
嘲

①
本
年
度
の
葉
い
も
ち
発
生
は
極
め

て
分
布
が
広
い
の
で
で
き
る
限
り
広

面
積
の
一
斉
集
団
防
除
を
実
施
す
る

こ
と
。
こ
の
場
合
早
生
種
の
出
穂
前

に
行
い
、
そ
の
後
各
品
種
の
出
穂
に

応
じ
て
第
三
回
目
を
実
施
す
る
。

②
葉
い
も
ち
多
発
田
に
お
い
て
は
二

九
月
八
同
に
開
催

　
　
　
　
　
第
七
回
市
民
体
育
大
会

恒
例
の
毛
回
罠
体
墓
“
は
履
グ
ラ
ン
ド
で
出
嵩
膿
吉

九
月
八
日
（
日
曜
b
）
に
開
催
と
決
｝
町
而
民
で
あ
る
こ
と
・
出
場
は
一
人

ま
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
一
二
種
目
以
内
と
し
ト
ラ
ッ
ク
、
フ
ィ

　
大
会
は
当
肖
午
前
八
時
二
十
分
か
｝
ル
ド
は
一
人
一
種
目
（
た
だ
し
リ
レ

ら
午
後
四
時
ま
で
で
、
雨
天
の
場
含
一
ー
、
つ
な
引
き
は
除
く
）
．
申
込
み

は
†
五
日
に
延
期
、
十
五
b
が
雨
の
一
は
各
区
で
選
手
を
選
定
の
う
え
八
月

響
結
止
で
す
・
　
　
一
二
＋
吾
ま
で
霧
局
旨
込
嘗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
会
場
は
い
つ
も
の
と
お
り
十
日
町
一
と
。

回
以
上
の
防
除
が
必
要
で
あ
る
。

③
強
度
の
中
干
し
、
叉
は
早
期
落
水

を
行
わ
な
い
こ
と
．

穂
肥
中
晩
稲
の
穂
肥
に
つ
い
て
は

前
に
退
ぺ
た
通
り
、
い
も
ち
病
の
発

一
生
も
多
く
、
極
め
て
軟
弱
の
稲
生
育

憂
あ
隻
議
況
か
ら
し
て

一
も
八
月
中
旬
が
か
ん
ぱ
し
く
な
い
の

一一
で
穂
肥
に
つ
い
て
は
全
般
的
に
は
施

用
を
手
び
か
え
る
こ
と
が
望
ま
し

い
．

こ
れ
か
ら
の
稲
作
管
理

　稲作も

仕
上
げ
期
に
な
る
と
、
被
“

害
が
大
き
く
な
る
の
で
注
意
を
怠
っ

て
は
な
ら
な
い
。
病
害
虫
と
し
て
は

穂
イ
モ
チ
を
筆
頭
に
、
ウ
ン
カ
、
ゴ

マ
ハ
ガ
レ
、
シ
ラ
ハ
ガ
レ
、
ス
ジ
ハ

ガ
レ
眉
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち

穂
イ
モ
チ
に
は
セ
レ
サ
ン
石
灰
の
ほ

か
、
ブ
ラ
エ
ス
M
な
ど
を
出
穂
直
前

と
穂
ぞ
ろ
い
期
の
二
回
、
あ
る
い
は

発
病
の
少
な
い
と
こ
ろ
で
は
穂
ぞ
ろ

い
期
が
最
初
病
は
ん
を
見
つ
け
た
と

，
き
ま
い
て
お
く
と
よ
い
。
ブ
ラ
エ
ス

一
M
に
は
．
予
防
効
果
の
ほ
か
に
こ
れ

ま
で
の
薬
剤
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
治

一
療
効
果
も
あ
る
が
、
ト
マ
ト
、
タ
バ

コ
、
ナ
ス
、
マ
メ
科
、
牧
草
、
サ
ト

イ
モ
な
ど
に
は
薬
害
が
で
や
す
い
か

・
ら
注
意
す
る
こ
と
。
突
然
大
発
生
す

る
秋
ウ
ン
カ
に
は
、
早
め
に
B
H
C

粉
剤
を
ま
く
と
よ
い
．

会
長
に
樋
ロ
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
農
委

十
日
町
市
農
業
委
員
会
の
役
昌
改
選

は
六
月
二
十
九
日
市
内
信
用
組
合
で

開
か
れ
た
総
会
で
行
わ
れ
、
つ
ぎ
の

と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

会
長
G
樋
口
清
、
会
長
代
理
辞
柳
宗

平
、
農
地
部
会
畏
H
甲
林
三
男
三
郎

同
代
理
“
樋
熊
秀
一
、
農
振
部
会
長

H
田
村
平
八
郎
、
同
代
理
“
金
沢
六

平
、
農
政
部
会
長
－
小
林
正
俊
、
同

代
理
暮
小
宮
山
達
夫
、
県
農
業
会
議

議
員
H
柳
宗
平
。

農
地
の
移
動
お
よ
び

転
用
等
に
要
す
る
手

続
き
と
必
要
書
類

◎
手
続
き
を
と
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
相
続
登
記
を
必
要
声
．
す
る
（
代

　
書
八
に
依
頼
す
る
事
が
で
き
る
）

二
、
分
筆
（
合
）
ま
た
は
地
穂
訂
正

　
を
必
農
と
す
る
（
土
地
家
屋
調
査

　
士
に
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
）

三
、
分
（
合
）
筆
ま
た
は
地
積
訂
正
・

　
の
登
記
を
必
要
と
す
る
（
代
書
人

　
に
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
）

◎
農
業
委
員
会
に
持
参
す
る
も
の
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

一
、
登
記
簿
の
謄
本
一
通
（
代
書
人

　
に
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
）

役
員
決
る

二
．
更
正
図
の
写
に
建
築
物
、
工
作

　物の

平
面
図
（
同
縮
尺
）
を
図
示

　し

た
図
面
二
通
（
土
地
家
屋
調
査

　士か

建
築
士
に
依
頼
）

三
、
建
築
資
金
調
達
計
画
書
二
通

四
、
預
金
残
高
証
明
書
（
預
金
先
の

　
銀
行
農
協
等
二
通
）

五
、
住
民
票
（
市
役
所
市
民
課
）
両

者
一
通
す
つ

六
、
建
築
資
金
を
借
用
す
る
場
合
貸

　
八
の
融
資
承
諾
書
二
通

七
、
小
作
契
約
書

八
、
承
諾
書
（
推
定
相
続
人
、
隣
地

　
耕
作
者
、
土
地
改
良
区
、
漁
業
組

合
、
そ
の
他
）
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ビ
タ
ミ
ン
の
補
給

　
　
暑
い
と
き
に
は
食
欲
が
進
ま
す

　
食
べ
物
も
淡
臼
な
も
の
に
な
り
や

　
す
い
が
、
こ
れ
で
は
ビ
タ
ミ
ン
や

　
動
物
性
タ
ン
バ
ク
質
、
脂
肪
の
不

　
足
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
の
で
、

　
料
理
の
材
料
に
つ
ぎ
の
も
の
を
利

　
用
す
る
よ
う
に
心
が
け
る
。

　
　
ビ
タ
ミ
ン
C
及
び
A
の
補
給
に

　
は
に
ん
じ
ん
、
ト
マ
ト
、
カ
ボ
チ

　
ャ
な
ど
新
鮮
な
野
菜
や
く
だ
も
の

　
を
あ
し
ら
っ
て
調
理
し
、
ま
た
大

　
豆
、
麦
、
豚
肉
、
い
わ
し
、
さ
ん

　
ま
、
七
分
づ
き
の
米
な
ど
も
ビ
タ

副
　
　
成
人
の
食
欲
不
振
の
場
合
、
美

薯●■801君88一18100口膣●8しコロ

，
ミ
ン
の
補
給
食
と
し
て
役
豆
つ
も

1昌■ロロロ

、
の
で
あ
る
。

880ロロロ

，
食
欲
不
振
の
原
因
は
何
か

魯9重00一1」
塵
一
〇
薗
昌
願
1
一
●
8
爾
一
一
〇
■
9
卿
一
，
●
一
一
鱒
一
，
巴
巴
曽
1
塵
偏
爾
9
，
■
■
O
一
■
O
璽
J
O
■
卿
■
胃
5
巳
■
一
■
6
願
●
O
■

九
、
五
万
分
の
一
の
図
面
二
部
（
代

　
書
八
か
±
地
家
屋
調
査
士
に
依

頼
）

十
、
申
請
人
当
事
者
で
印
鑑
（
み
と

　
め
で
よ
い
）
と
一
件
四
十
円
を
持

　
参

十
一
、
制
限
規
定
あ
る
も
の
は
許
容

　
の
見
込
み
を
証
す
る
書
面

盛
8
曼
屋
自
■
》
▼
○
◎
ー

黄色いおじさんを表彰

　　市社会福祉協議会

｝震
餌
喬
旅
霧
。
芳
英
さ

｝
ん
（
∬
＼
同
時
翫
店
還
田
寿
一
さ
ん

一・
（
二
六
）
の
三
人
で
毎
朝
交
替
で
本
町
二

7一
丁
目
の
小
学
校
入
口
の
交
叉
点
に
出

｝
て
交
通
整
理
を
行
な
っ
て
い
る
も
の

㎜

　
第
十
三
回
中
魚

十
日
酊
市
社
会
福

祉
連
合
大
会
は
去

る
三
日
十
日
酊
、
小

学
校
で
開
か
れ
ま

し
た
が
、
こ
の
大
．

会
の
席
上
、
”
黄

色
い
お
じ
さ
ん
”

と
し
て
学
童
の
登

校
に
際
し
交
通
の

整
理
を
行
な
い
子

供
を
交
通
事
故
か

｝
ら
守
っ
て
い
る
つ
ぎ
の
三
名
の
表
彰

解
放
地
主
の
実
態
調
査

　
　
　
　
　
　
半
数
が
未
申

食
が
過
ぎ
た
り
、
精
神
上
の
原
因

に
よ
る
も
の
が
あ
る
が
、
多
く
の

場
合
は
胃
と
腸
の
病
気
が
原
因
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
胃
病
の
中
で
は
、
胃
カ
タ
ル
と

胃
ガ
ン
が
重
要
な
原
因
と
し
て
あ

げ
ら
れ
て
お
り
、
胃
カ
タ
ル
の
と

き
は
舌
が
厚
い
。
コ
ケ
躍
に
お
蒲

　
　
　
　
暮
し
の

わ
れ
て
か
わ
い
て
く
る
．

　
ひ
き
つ
け
て
も
平
静
に

　
子
供
の
ひ
き
つ
け
は
．
．
病
気
に

か
＼
っ
た
と
き
に
一
つ
の
症
状
と

し
て
お
こ
る
も
の
で
、
と
く
に
幼

児
に
多
く
、
脳
に
関
連
し
て
お
こ

る
も
の
と
、
脳
に
は
無
関
係
で
お

　
こ
る
二
つ
の
場
合
が
あ
る
　
ひ
き

を
行
な
い
ま
し
た
．

市
内
本
町
二
、
写
真
業
山
内
与
喜
男
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一

つ
け
を
お
こ
し
や
す
い
病
気
と
し

て
は
急
性
伝
染
病
、
脳
膜
炎
、
疫

痢
、
て
ん
か
ん
、
脳
性
小
児
ま
ひ

な
ど
で
あ
る
が
、
急
性
肺
炎
や
感

冒
な
ど
で
急
に
高
熱
の
で
る
と
き

に
も
お
こ
し
易
い
も
の
石
あ
る
．

ひ
き
つ
け
が
お
こ
る
と
、
周
囲
の

も
の
は
び
っ
く
り
し
て
し
ま
う
が

し
お
り

応
急
手
当
と
し
て
は
安
静
に
寝
か

せ
、
胸
を
開
い
て
や
っ
て
呼
吸
を

準
に
さ
せ
　
頭
を
冷
や
し
、
手
足

を
あ
た
＼
め
て
や
る
。
ひ
き
つ
け

が
ひ
ど
い
と
き
は
舌
を
か
む
こ
と

も
あ
る
の
で
、
ガ
ー
ゼ
か
清
潔
な

布
を
ま
る
め
て
か
ま
せ
、
大
急
ぎ

で
医
師
を
呼
ぶ
こ
と
。

じ
．
・
O
■
O
■
，
■
一
層
一
．
軍

で
す
で
に
二
年
有
余
雨
の
日
も
風
の

日
も
続
け
、
子
供
を
持
つ
父
兄
は
も

ち
ろ
ん
、
学
棲
、

い
に
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
．

体
温
の
は
か
り
方

　
検
温
の
回
数
は
、
病
気
の
種
類

に
よ
っ
て
そ
れ
ぐ
違
っ
て
く
る

が
、
普
通
に
は
午
前
七
時
、
正
午

午
後
三
時
、
午
後
七
時
の
四
回
で

充
分
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
、

体
温
の
は
か
り
方
と
し
て
は
、
わ

き
の
下
に
体
温
計
を
差
し
込
む
万

法
と
、
口
の
中
に
入
れ
る
ヵ
法
が

あ
る
．
衰
弱
の
は
げ
し
い
病
人
や

汗
ぱ
ん
だ
か
ら
だ
の
場
合
に
は
、

わ
き
の
下
の
検
温
で
は
誤
差
が
で

る
か
ら
、
口
の
中
に
入
れ
て
短
時

間
で
確
実
に
は
か
る
方
が
よ
い
。

体
温
討
は
脱
脂
綿
で
よ
く
ふ
い
て

水
銀
が
三
十
五
度
以
下
に
下
っ
て

い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
て
か
ら

使
用
す
る
。
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。
轟
…
3
…
■
三
…
…
・
＝
。
…
…
3
…
…
＝
畠
一
…
…
…
§
三
3
＝
・
＝
㌃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
ま
し
た
。
歌
は
別
項
の
通
り
で

一　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
が
、
作
詞
作
曲
は
三
木
鶏
郎
、
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
警
察
等
か
ら
も
入
い
手
は
ボ
ニ
ー
・
ジ
ャ
ッ
ク
ス
、
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
写
真
．
丘
雪
路
で
す
．
テ
レ
ビ
放
送
の
実
施

藩
断
歩
婆
董
の
通
学
に
塞
は
予
定
と
し
て
九
月
吉
か
ら
令

を
守
っ
て
い
る
黄
色
い
お
じ
さ
ん
】

十
日
町
の
キ
モ
ノ

　
　
　
コ
マ
ー
シ
ヤ
ル
ソ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
月
か
ら
テ
レ
ビ
に

十
日
町
織
物
工
藁
協
同
組
合
で
は
一
に
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ソ
ン
グ
を
作
り
、

一
こ
の
ほ
ど
十
日
町
の
キ
モ
ノ
の
宣
伝
［
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
量
伝
す
る
こ
と
に

　
農
地
改
革
で
農
地
等
を
買
収
さ
れ

た
地
主
の
実
態
調
査
に
つ
い
て
は
前

月
号
で
お
願
い
し
ま
し
た
と
お
り
、

農
地
解
放
地
主
は
七
月
一
日
よ
り
解

放
し
た
農
地
（
未
墾
地
）
の
状
況
や

』
買
収
さ
れ
た
当
時
の
家
庭
串
情
を
詳

細
に
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
八
月
一
目
現
在
約
半
数
し
か
申

告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
．

買
収
さ
れ
た
当
時
の
家
計
事
情
の
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
告

い
悪
い
に
か
＼
わ
ら
す
解
放
地
主
は

も
れ
な
く
申
告
す
る
よ
う
国
か
ら
強

い
要
請
が
あ
り
ま
す
の
で
無
申
告
者
・

は
大
至
急
農
業
委
員
会
に
申
出
て
所

甲
要
の
用
紙
に
よ
り
申
告
し
て
下
さ

い
。
申
告
書
の
集
計
は
市
町
村
は
八

月
末
日
、
県
は
九
月
末
日
、
国
は
十

月
末
日
ま
で
に
完
了
し
国
会
に
報
告

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
こ
協
力

下
さ
い
．

A・㍑1＝1：
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1
・
暫
韮
己
8
盟
置
3
留
噛
3
雪
竃
3
噌
＝
8
3
一
3
3
呂
2
謬
謬
一
冨
一
一
＝
雛
8
＝
呂
一
＝
8
3
昌
ロ
冨
2
3
噂
■
3
3
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繍
祭
盟
の
市
役
所
業
務

8
月

獅
日

（
木
）
　
正
午
ま
で

8
月
16
日
（
金
）
　
休
み

8
月
27
日
（
火
）
休
み

訓
＝
一
3
．
呂
8
雷
■
8
呂
雷
一
胃
謬
馨
器
零
呂
＝
昌
3
3
3
器
富
3
一
呂
富
一
3
ロ
＝
一
富
富
冨
一
3
一
雷
冨
一
冨
一
一
呂
8
冒
零
8
8
一
＝
一
8
一
＝
一
昌
鳳
竃
蟹
一
監
3
呂
＝
恥

r
8
薗
謬
5
9
診
旨
翠
3
・
薯
8
3
2
2
3
零
竃
9
呂
器
＝
3
＝
冨
3
零
暑
一
＝
3
3
呂
器
＝
霊
＝
3
＝
3
一
幽
3
3
＝
呂
雷
3
＝
塁
昌
8
8
昌
8
一
呂
星
§
0
8
雪
眠

一
C
朝
出
放
送
（
大
阪
）
で
午
後
二
時

｝
＋
雰
か
ら
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
三
命

再
び
、
の
時
間
に
放
送
、
ま
た
十
月

十
日
か
ら
は
N
T
V
（
日
本
テ
レ

嗣
ビ
）
で
朝
の
七
時
十
分
の
天
気
予
報

『
の
時
間
に
ス
ボ
ッ
ト
放
送
さ
れ
ま

・
す
。
製
作
蕎
ほ
百
万
円
で
こ
の
ほ
か

い｛
ソ
ノ
シ
篭
ト
一
万
枚
を
四
十
万
円
で

｝
作
り
全
国
に
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ

㎜
て
い
ま
す
。

｝一
十
日
町
の
キ
モ
ノ

　
　
　
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ソ
ン
グ

作
詞
作
曲
　
三
木
鶏
郎

一
歌
　
ボ
ニ
｝
ジ
ャ
ッ
ク
ス

歌
　
　
　
朝
斤
雪
路

君
を
待
ち
待
ち
十
日
町

　
　
　
　
＋
日
町
の
き
も
の

逢
え
て
う
れ
し
い
　
十
日
町

　
　
　
　
＋
日
町
の
き
も
の

パ
リ
の
マ
ロ
ニ
エ
　
銀
座
の
柳

　
　
み
ん
な
が
ふ
り
か
え
る

キ
モ
ノ
の
ト
ッ
プ

と
ん
と
ん
ト
ッ
ブ

き
も
の
は
と
ん
と
ん
十
日
町

　
　
　
　
と
ん
と
ん
＋
日
酊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『

…
前
月
号
記
事
訂
正
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

訂
報
七
月
号
一
面
の
記
事
中
下
条
一

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
小
学
校
屋
内
体
操
場
（
十
聞
×
二
一

下
間
）
は
十
問
×
十
八
間
璽

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

．
謬
に
つ
嘉
正
い
た
し
ま
す
．
一

明
る
い
お
祭
り
に

　
　
　
　
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

お
祭
り
ミ
コ
シ
行
列
に
つ
い
て
は
毎
年
、
定
め
ら
れ

た
時
間
内
に
納
め
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
者
の
皆
さ
ん

に
．
こ
協
力
を
申
し
あ
．
げ
て
あ
り
ま
す
が
、
本
年
も
、

楽
し
い
祭
り
に
す
る
た
め
、
ミ
コ
シ
行
列
に
つ
い
て

Z3
酒
類
の
強
要
を
や
め
る

ジ
グ
ザ
グ
行
列
に
な
ら
な
い
よ
う

時
間
は
二
十
六
日
が
午
後
五
時
ま
で
二
十
七

日
が
同
六
時
ま
で
と
す
る
よ
う
決
め
て
あ
り

ま
す
の
で
．
こ
協
力
を
お
願
い
申
上
げ
ま
す

十十十
　　日
日日町
　　諏
町町訪
　　神
市警社
　　氏
役察子
　　総
所署代

な
お
祭
期
間
中

い
ち
じ
る
し
い
交
通
違
反
者
は
道
交
法
に
よ
っ
て
処

罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
ご
注
意
下
さ
い

“
＝
一
＝
3
・
．
霊
＝
富
＝
＝
3
一
一
3
一
鱒
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
“
3
＝
一
霊
－
蛋
＝
＝
－
器
雷
一
呂
＝
霊
一
－
一
3
3
＝
＝
8
＝
謬
3
一
一
零
膚
一
一
3
－
一
登
墨
蚕
雛
8
一
6
器
7

旨
目
§
3
一
■
昌
目
雷
≡
一
一
≡
一
目
＝
”
≡
…
…
3
一
…
3
≡
＝
≡
3
一
…
一
一
…
…
暑
≡
…
周
…
≡
≡
目
…
≡
≡
哺
8
目
3
8
目
黙
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ケ
ガ
の
な
い
よ
う

　
　
　
　
　
楽
し
い
も
の
に

　
　
　
　
　
　
　
諏
訪
神
社
祭
り

恒
例
の
．
諏
訪
神
社
大
祭
が
近
づ
い
て
参
り
ま
し
た
。

例
年
の
こ
と
で
す
が
明
る
い
楽
し
い
お
祭
り
を
す
る

た
め
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
火
の
用
心
　
乾
燥
し
て
い
ま
す
の
で
火
の
も
と

　
に
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
火
事
は
す
ぐ
　
一
一
九
番
に

一
、

一
、

一
、

一
、

お
互
い
に
社
会
道
徳
を
守
り
街
を
き
れ
い
に
し

ま
し
ょ
う

交
通
規
則
を
守
り
　
人
は
右
側
　
車
は
左
側

不
衛
生
な
飲
食
物
に
注
意
し
よ
う

戸
締
り
を
忘
れ
ず
に
被
害
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一
〇
番
へ
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ー
霧
3
留
－
一
2
3
■
一
藍
留
零
蚕
謬
鵠
垂
昌
2
3
盈
量
謬
昌
－
冒
昌
置
謬
冨
臼
響
書
鷺
藝
霞
5
霊
量
匪
璽
響
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
』
琶
■
■
■
冨
■
置
墨
■
「
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申
上
げ
ま
す

暑
中
御
見
舞

市有財産の状況

一般会計は
（千円）

’ゼ・1二禾費’・．

・’7孝4ヂ67」2・

593，677ト円

県支1瞼3％1創234．　　その他3・．19485

翌年度へ繰越　　29，9i49千1円

金　額
　　千円

備考

市
長
　
村
　
　
山
　
　
謙
　
　
士
目

熱
欝
攣

t
盛
専
◎
心
心
藁
灘
藏

黛
“
　
q
餐
膠
鰹
．

々
匁
入
刊
　
甕
薫
嬉

靴
　
－
－
“
地
ζ
“
簸
一

灘
臨
．
醗
競

艦
■
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
．
　
　
　
　
．

㎜
纏
臆
　
　
●
　
畑
総

節
㎜
㈱
．
・
蹴
－
畝
　
旧

鵜
駄
懸
盤
　
、
肝

　
　
　
　
幽
脇
　
市
・
揃
．
　
　
　
　
　
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
9
隔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
」

…世帯当り

市税負担額

　23，221円

十
日
町
市
告
示
第
3
1
号

地
方
自
治
法
第
二
四
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
く
「
十
日
町
市
財
政
事
情

の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
昭
和
三

十
八
年
一
月
八
日
よ
り
同
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
本
市
の
財

政
事
情
を
公
表
し
ま
す
．

　
　
昭
和
三
十
八
年
八
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
長
村
　
山
　
謙
　
吉

月別オ入オ出額表

種　別

土　 地

面　積
17，298，062艇2

函『
7

ン
耽9

　

一
！
　
｝

6
　

4
　
皿
8物

び
券

　
　
及
証

　
　
金
価

建
現
有

たばこ禰脱

電気ガス税

1！的脱そハ他

市税分竺表
2　4　6　8　10　12（千万陽，

建、i劉喋費

人件費

物件費

扶助費

補助費

その他

オ玉畠．、性晒1分析表（臼刑1

6　8　10　12　14 1618202224曳1．1／illlぽ川10

借入先　　市債は
．その他1％4・川　　　　　（千円）

漁シ糊蟹

触

蝋㎜ 　
　
　
　
　
　
蝋

般
会
計

目的別
ニヒ木偵2％

賛

60
　　　’，一ρ

一　オ　出
”。一一　オ　入

　　　4
　　4　グ
ノ

50

40

　　　　　　　　　　　ρ
　　　　　　60一一
　　　　’　一一一
’

30

　　∂d

4’

7，

20
　　　　　　　♂
　　　　　ノ
　　　　　〇
　　　一醐10

110

　　　　　　6gJ，
　　　，φ
　，一
一

lj　l

4 5　　6　　7 8　　9 10 11 12 1　　2 3 4　　5

特別会計は （千円）

会計名
国民健康保険

診療所
上水道
吉田簡易水道

水沢簡易水道

当間簡易水道

公益質屋

と畜場

才　 入

81，602

9，283

29，311

3，086

1。618

且，501

2，643

939

才　 出

71，897

16，100

42，775

2，876

1，537

1，47！

2．942

975

差　引

9，705

△6，817

△！3，464

210

81

30

△　 299

△　　36

当初予算 ・55＆獺懸

6月末の予算

％
5
8 4796千円〉

収入済額 121，199千円（収入率21％）

105，178千円（執行率18％）支出済額

一笥一般会計予算総額（千円）
使用料及手融科。寄附金　雑収入　4％

綴入金。負旭金及分担金

財産収入5芳27，050

コ～‘錠了㌢　18，224　3りg

市税分析表

　　　　その他　　　　、、、、、、
　　電気ガス孝兇7，40
　縷顯6％槻
　たばこ消費税　14・000

笏
㎜

（千円） 性質別分析表

㎜
「

公債費3％18，224

特別会齢 （千円）

一．
会計名

国民健康保険

診療所
上水道
吉田簡易水道

水沢簡旬水道

北原簡易水道

と畜場
公益質屋

予算額
89，954

20，345

40，289

5，968

322
3，810

870
4，045

比　率

54．3

12．3

24．3

3．6

0’2

2．3

0．5

、2．5

備　考

合計　165，603

　100。0％
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